
大学生等ボラ ンテ ィ アによる ｢ 無料｣ の 公立高校受験対策講座

[ タダゼミ] 秋 ･ 冬 コ - - ス & 冬期集中ゼミ
･ のご案嘩

〔タタゼミ】
∵は｣ ↑絶対高校合格! J

/ を目樺に ､ たくさんめ学生が高校受験をサポ ー トしますL
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[ タタゼミ] では
､ 現役大学生等のボランテ ィ アが､ みんなの公立高校受

験を応援L / ますo 受験対策以外にも､ 勉頚の仕方や､ 受験を乗り切るた

めのノウハウ､ そ して
､ 進学意欲を高めるために､ 高校や大学とは どうい

っ たところなのか力i分か る座談会なと､ 充実した講座を行いますo 単に

入試で良い点数を取るためだけではなく､ 高校で実現 したい こ とを考える

機会の提供など､ ｢
一

人 ひとりの将来を考えた高校受鼓対策｣ を行うことを

日指 して いますQ

周 白程 : 2 週に 1

0 冬期集中 ゼミ

･ 1 2 / 2 5 ( 冒)

･ 1 2/ 2 6 ( 局)

･ 1 2 / 2 7 ( 火)
･ 1 / 5 ( 木)

･ 1ノ6 ( 金)
･ 1 / 7 ( 土)

度開講 して おります. [タダゼ ミ】をペ ー ス メ ー カ ー に して 受馬実に取 り組みま しょ う.

1 0:3 0 ′ - 1 7 :0 0

1 0:3 0 - 1 7 .

l

o o

1 0:3 0 ′ - 1 7 :0 0

1 0:3 0 - 1 7:0 0

1 0:3 0 ′ - 1 7 :0 0

1 0:3 0 - 1 7:0 0

※なるべ く授業が始まる 5 分前に は宅席 して いるよ

うに してください ｡

閉会場 : 仙台市 民活動サポ ー トセ ンタ ー

仙台市青葉区 - 番田フ4 -

1
-

3

仙台駅か ら徒 歩 1 2 分

地下鉄広瀬通駅 西 5 番出口

市営バス ｢ 商 = 会議所前｣ 徒歩 3 分

国 持ら物 :

1 . 筆記相異

2 . 教科書､ 取り組んでいる ドリル

3 . 模試を受験した場合は ､ そ の受富美結実

※受講料は無料です｡

周参加資格 : 下記の項目に該当する万

(⊃秋 ･ 冬 コ ー

ス

1 2 / l l ( ら)

講座 ( 社会 ･ 理科) l o ョo - 1 2 0 0

個呂u ゼミ

拭昼食 を持参 くだ さい

1 3 :0 0 - 1 7 :0 0

※1 /1 5 (Ej) 以降は､ 毎週日曜El に稚紡 して

実施いた します｡
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･ 公立高校を受験する意思がある中学 3 年生 ※中学 2 年生も O K ､ 高校生も こ相談ください

･ 会場まで自力で乗 られ るこ と ( 交通 費は自己負担)

･ 経済的な理由か ら塾や家庭教師そ の他の 有料教育サ
ー

ビスを受けていない ､ または ､ 十分でない こと
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屈 申込方法 : 次の内容を ､ 【お申込先 & お問合せ先】 までお知 らせ< ださい o

保護者様のお名前 お電話番号

生徒のお名前 ･ 学年 ･ メ
ー

ルア ドL / ス

こ住所 参加理由



昏時間割 :

( ア) 標準例

1 0 :3 0 ′ - [喜苗座〕

1 2 :0 0 . - [ 休憩]

1 3 :0 0
- 【面談]

1 3 :2 0 . - [ 授業]

1 4 :5 0 - 〔休憩]

1 5 :0 0 - [ 授業]

1 6 :3 0 ′ - [一木憩]

1 6 :4 0 - 【面談〕

1 7 :0 0 - [ 帰宅]

( イ) 教科学習 の≡売れ

書薄霧による茎

提 知 識 の 習 得

理科と社会の試験に良 < 出 る 内容を知 っ て 得す るポ イ ン トと 矧 こ解毒持L 'ます

受験 に対する不安点や写実り組み蓋賢讃を講g利こ教えてくださ い

少人 数 の ゼ ミ 形 式 で ､ 分75 ､ ら な い と ころ 力1 分力＼る ま で 指導L / ま す

少 人 許 の ゼ ミ形 式で ､ 分か らな い と ころ が分か るま で 指導 します

次 回 ま で の 取 り組み 課題を確認 し､ 学習 計 画 を一緒Lこ作成 します

手袋曽プリ ン トに よ る

例題の解説 と 類似問題 へ の 対策

例冒真にヨ只組み.

解 け る 自 信を つ け る

※大夢生に よ る

個S8指率 ･ 助 言

を行います

入試の出題頓一句の

講妥 によ る

理急ぎの 徹底

※ 理解できて い る箇所や

誤答頒向を把握 します
※ 間;量 っ た 箇所 は ､ 個 別

指導 ･ 助 言L / ます

[タ タゼミコ で は. 英喜吾と数 学の 2 教科の 対策か ら始めます｡ 英語と 教学は ､ 基礎か ら の 積み 重ねが必要だか ら

で す｡ 特に ､ 高校入 試の 教学は ､ 1 - 2 年 生 の 基本的 な 計野間題の配点が高い た め ､ 短暗闇で ケ ア レ ス ミ スな

< 鰐11 る力 が必 要で す｡ また ､ 英≡喜は ､ 長文吉元酢が中心の r= め ､ 聖語 と文法をどの < らい覚 えて い る かが夏至で

す｡ ま た ､ こ の 英語 と 教学は ､ 3 享受科 受.
,貧の 学校で も 必須 科目 で す｡ 国喜喜､ 理科､ 社 会 ､ は ､ 日頃の 授業をよ<

理解する よ うに 取り 組ん で< だ さい ｡ S t e p 3 に進 ん だ汚から､ 随時対応L ' て い きます.

( ウ) 模擬試験等の 徹底魚等説

模擬試験を受けて ､ 点数や志望校 の合否判定だけを見る生徒が多い ので す力i ､ 勿体ありませ ん ｡

で きな 力＼っ た 問題r3 ､ 次に 同 じよ うな 問題が 出題され たときに で きるようにやり直すこ と が重要です｡ 特に ､ 模擬

試験l諾､ 入 試の ｢ 予 想｣ 問昆頭に も な りえ るZ)＼らで す｡

た だ L , ､ で きな か っ た 分力＼らな い問 題に - 人 で 取 り組むのは 気 が)威入る と い う 乃もいるで L , a: う ｡ ボラ ンテ ィ ア 講

師 と一緒に . 分か る よ う にな る ま で召実り細ん で み ま し ょ う ｡

E3 参加者 の声 : 2 0 1 1 年 夏期講習

( 生徒か ら)
･ 【タタゼミ] にきて始め てこんなに勉強 しました｡ 家で

一

人 でや っ て いたらこんなには 力＼っ た と

思います｡ 先生に敢えても らいながらやっ た ので ､ 分からなカ＼っ たと ころも気つけました ｡ (女性､ 中 3 )
･ 勉強 の 仕方が分 かりまL / た｡ 学習計画も立てて もらえたので ､ や る気力 鮎 ( 女性､ 中 3)
･ 苦手なところを中心に学習する ことができたので ､ 苦手なと ころでも自信を持 っ て問題に臨める ように

な りま した ( 男性､ 中 3)

( 保護者様から)
･ 全ての ことが新発見だ っ たようですB 指導して頂いた先生方の教え方がとても理解L /やすい､ 楽L / いと

話して < れます. 一

人勉強も継続して目標を達成で苦るよ う応援したい と思います｡
･ 初Ej か ら楽L ' く受講できたよ うです｡ 励まL / て頂いたり､ 褒めて頂き､ 家庭学習も意欲的に取り組んで

いました ｡ 分からないところが分かるようになり､ 喜んでい章した ｡




